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要 旨
人間ドックにおける糖尿病の実態を知る目的で，昭和55年度川崎医科大学附属病院の入院人間ドック 440
名（男 375名，女 65名）について調査した。 509ブドウ糖負荷試験成績は，糖尿病型 28名 (6.4%），境界
























100g法と 50g法に分けられるが，当院では 50g法を採用している。試験は 3日ドック， 2日










糖尿病型を全体でみると 28名 (6.4%）であり，このうち既知糖尿病 6名を除いた新発見者は
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表 1 50'?ブドウ 糖負荷試験判定規準













20 ~ 2 2 (100) 3 a (loo) 
30 ~ 46 37 (80 4) 4 (8 7) 5(10.9) 3 3 (l 00) 
40 ~ 117 79 (67.5) 33 (28 2) 5 (4.3) 26 23 (88 5) 2 (7 7) l (3  8) 
50 ~ 171 120 (70.2) 37(21.6) 14 (8  2) 28 21(750) 4(143) 3 (10 7) 
60 ~ 34 24 (70.6) 10(294) 4 3 1 
70 ~ 5 5 (l 00) l 1 
計 375 267(712) 84(224) 24 (6 4) 65 54 (83 0) 7(10.8) 4 (6 2) 
注 ：（）内はそれぞれの受診者に対する彩を示す。
22名(5%)であった。なお境界型は年齢による差異が明らかでなく，全体として 91名(20.7
96)であり ，正常型は ，321名 (73.0% ）であった。
3) 肥滴者の耐糖能異常
6) 






肥満度 受診者 正常型 境界型 糖尿病型
120 96以上 50 27 (54.0) 17 (34 0) 6 (12 0) 
110 - 119彩 81 51 (63 O) 24 (29 6) 6 (7.4) 
そ の 他 309 243 (78 6) 50 (16 2) 16 (5.2) 
計 440 321 (73 0) 91 (20 7) 28 (6  4) 
注 ：（）内は受診者に対する9るを示す。









当院の人間 ドックは県下の職域集団 ドックが多いため ，糖尿病者も次のような広い地域に分
布していた。
岡山市 5名，倉敷市 3名，総社市 2名，笠岡市 1名，高梁市 1名，新見市 1名， 吉備郡 1名，
小田郡 3名，）1|上郡 2名，苫田郡 1名，阿哲郡 1名，真庭郡 1名，和気郡 l名，勝田郡 2名，
県外 3名であった。
2) 職 業
大学教授 1名，県庁職員 4名，町長 1名，会社役員 6名，会社員 4名，股協役員 4名，農協
職員 2名，銀行員 1名 ，農耕作業者 2名， 牒林作業者 1名，主婦 2名であった。
3) 家族歴と既往歴
糖尿病に関連のあるものについてみると，家系に糖尿病がある者 2名(7.1彩） ，今までに糖
尿病といわれたことのある者 6名 (21.4%)，尿糖陽性であった者 9名(32.1%）であ った。
4) 習 慣
飲酒および喫煙についてみると，男 24名のうち毎日酒 1合以上または ビール 1びん以上飲む






低下53.6%，歯が悪くなっ た50.0%，視力低下 57.1 
％であった。
6) 診察所見







口滉 9 3 2.1 
多飲 12 4 2 9 
多尿 4 14. S 
空腹感 1 3.6 
疲れやすい 15 53 6 
やせた 5 17. 9 
手足の しびれ 6 21 4 
神経痛 10 35. 7 
傷が治 りにくい 6 21. 4 
皮甫がかゆい 4 14. 3 
性欲の低下 15 53. 6 
歯が悪くなった 14 50. 0 
視力低下 16 57. l 
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％） ，アキレス腱反射減弱または消失 5名 (17.9%），糖尿病性網膜症 1名 (3.6%）であった。
7)検査成績
空腹時血糖値をみると ，120mCJ/dt以下 15名(53.6%),120~ 149mCJ/dt 8名 (28.6%), 150 
~ 199mCJ/dt 1名 (3.6%),200mCJ/dt以上 3名 (10.7%）であった。
他にたんぱく尿 1名 (3.6%)，総コレステ ロー ）レ値230mCJ/dt以上 6名 (21.4%),GPT 25 
IU/¢ 以上 6名 (21.4%),GOT20IU/£以上 6名(21.4%)，中性脂肪 170mCJ/dt以上 15名
(53. 6%）を認めた。
8)肥満と合併症
高血圧，総コレ ステロール，中性脂肪および GPT, GOTの異常を肥満度別にみると表 5




440名 非肥満 16名 肥満 12名
高 血 圧 6 6 6 3 4 I 7 
高コレステロール血症 14. 8 2 5.0 16 7 
高中性脂肪血症 13 4 3 7 5 7 5.0 
高 GPT 血 症 8 9 6.3 4 1 7 
高 GOT 血 症 7. 3 18 8 2 5 0 
注：数字はそれぞれの対象者に対する9るを示す。
4 摂食調査
当院では入院人間ドック受診者全員に対し摂食調査を行い ，コ ンビュ ータにより食品ととの
各栄蓑素量を計算 して， 退院時に栄蓑指導を行っている。
糖尿病者の栄蓑素摂取量の分布は表 6に示す通りで ，各栄養素量の平均値は ， エネルギー
1896 kcal, たん白質78.7g, 脂肪42.0g,糖質275.0g, カルシウム 647.1mg,鉄 14.4mg, ビ
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表 6 栄養素摂取量の分布（実数）
1/H155年度人JIiド，クで兌兄された帖/,xi,28名
エネルギー にん白t1 脂 1/i 1",fl カルシウム 鉄 ピタとン A ピタミン 131 ピタミン B？ピタミ ンC 食 胆
栄 必 糸
(IU} (kcal J (g) (g) ( ~ ) (mg) (mg) (mg) (mg) (mg) (g) 
、1’均 1[l¥ 1896 78 7 42 0 275 0 647 I 14 4 1823 0.87 1.09 102 3 12 7 
t訊l如Il,. 348 18.0 16.3 43 3 289.2 5 3 i l 99 0.31 0 56 71 6 3.2 
区 分 li, 250 0 10.0 10 0 50 0 100.0 2 0 400.0 0 2 0 2 20 0 2 0 
I 
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入院したが ，ブド ウ糖負荷試験成績は 7名が不変で 1名が増悪 していた。残り 3名のうち 1名
は入院治療を受け，他の 1名は外来で治療を続けている。いま 1名は近医で加療を受けていた
が， 2年後に脳梗塞のため当院に入院し ，治療により軽快退院した。



















年から 53年に行った 5116名のうち糖尿病は， 30代9.0%,40代 16.1%,50代 20.7%, 60代










診断について国際的に統一した見解を持つために ，NIHの NationalDiabetes Data Group 
が1979年に糖尿病の名称，病型分類および診断基準を提案し ，その後 WHO専門委員会がこ
の問題を討議し，広く世界中の国で活用されるよう 1980年に同様の勧告を行った。そこで日本
糖尿病学会は ，糖尿病の診断に関する委員会を作り ，1982年に次のよ うな勧告を行ったし8)この
勧告の糖尿病型は前回の勧告より高い レベルに設定さ れており ，従来糖尿病とされていた多く
の者が境界型 と判定される可能性が考えられるので，取り扱いに慎重な配慮が必要である。
糖尿病には肥満者が多いとされており19)人間ドックでは肥満者に糖代謝異常など成人病が多
いとされている］）われわれの成績も，糖尿病者の肥満者 42.8％は， 人間ドッ ク全体の肥満者







空腹時値 三 140 m<J/dt 
糖尿病型 または（および）
2 時間値 三 200 mr;/dt 
空腹時値 ＜ 11 o mr;/dt 
お よ び
正常型 1 時 間 値 ＜ 16 o m't/dt 
お よ び
2 時 間 値 ＜ 12 o mr;/dt 
境界型 糖尿病型にも正常型にも屈さないもの
29.8％にくらぺ有意に高く ， また ， 糖尿病者の高血圧，中性脂肪 •GPT ・ GOTの上昇は肥
I) 




空腹時血糖値も多くのものは 120m<J/dt以下であり ，網膜症， たん白尿を認め た者は 1名に過
ぎず，アキレス腱反射異常は 5名であり，高血圧，高脂血症（高コレステロール血症，高中性
脂肪血症）， トラ ンスアミナ ーゼ (GPT,GOT)値の上昇は殆んどの例で即度であったことから
すれば，糖尿病者の大部分は軽症であるとい えよう 。
人間ドックにおける糖尿病の指導は，笹森らのようにドック終了後教育入院など2)徹底して










3) 空腹時血糖値は過半数か正常範囲で ，神経障害，網膜症 ，腎症も少な く， 大部分は軽症
であった。
4) 高血圧， 高脂血症および高 トランスアミナーゼ血症はいずれも軽度であり，これらの異
常は肥満群で増加の領向がみられた。
5) 糖尿病者の指導は， 一般解説，テステープ検尿などお よび糖尿病食について行 っている。
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